
高島市見守りネットワーク事業
～人と人のつながりがある地域共生社会の実現を目指して～

令和６年３月１日 更新版

健康福祉部社会福祉課

くらし連携支援室



１．はじめに ～高島市が目指す地域共生社会とは～
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©重層的支援体制整備事業推進人材育成研修資料（地域共生社会の実現に向けた重層的支援体制整備事業について：厚労省）



２．包括的な支援体制整備における地域づくり支援とは

9



10

包括的支援体制整備における地域づくり支援とは

参加支援、相談支援は

地域づくり（に向けた支援）の
土台の上に、成り立っている。

じゃあ、改めて、
地域づくりって何だろう？

重層的支援体制整備事業のチームのイメージ
（厚生労働省 地域共生社会ポータルサイトより）
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包括的支援体制整備における地域づくり支援とは

地域づくりとは？

わたしたちは、
地域の中で、

多様なつながりや
参加の機会が
確保されていて

支えあいが
実感できる

「セーフティーネット」
をつくりたい。

その基礎となるのは、
「人と人のつながり」

©厚生労働省資料
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包括的支援体制整備における地域づくり支援とは

【高島の実践】

サロン、つどいの
場、学校カフェ、

見守りネットワーク
活動と事業、
地域食堂など

コミュニティー
ワーク

【制度や仕組み】
見守り会議、

福祉推進委員会、
住民自治協議会、
民生児童委員、
区・自治会 など

【高島の実践】

子若、障がい、高
齢、困窮、健康等
の分野別支援、参
加支援など

ケース
ワーク

【制度や仕組み】
分野別協議体、
個別会議、

センター連絡会、

庁内連携会議 な
ど

つながりそのものがセーフティーネット
（厚生労働省 地域共生社会ポータルサイトより）

くらし
連携会議

住民福祉
協議会

セーフティー
ネット連絡会
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包括的支援体制整備における地域づくり支援とは

ここが、

地域共生社会
を実現する
一番の入口

【キーワード】
社会的孤立
社会的包摂
予防的支援
地域で暮らす
地域移行
○福連携

家族機能の社会化

自立とは依存先を
増やすこと

©厚生労働省資料



包括的支援体制における「地域づくり」の役割

・地域づくりは、個別支援を機能させるため、あるいは「受皿をつくるための事業ではない」

・行政からは見えないほど、ミクロな人のつながりの網の目が地域の中に何層もあることで

「人のつながりによるセーフティーネットをつくる」ことで、目指す社会をつくること。

・地域の通いの場や当事者の集まりなど「つながる場があることで参加を支援する」こと。

・誰かが抱えている様々な問題に「地域でつながっている誰かが気づく」こと。

・つながっている誰かが“そういうことなら相談できる窓口があるよ”とか“あの人なら

相談に乗ってくれるんじゃないかな”と「背中を押す役割を持つ」こと。

・気負わずに「つながり続けることで、状態の深刻化を防ぐ」こと。

・小さな一歩（取組み）が「地域にとって大きな意味を持つことを伝えていく」こと。

包括的支援体制整備における地域づくり支援とは

参考 ©「重層的支援体制整備事業における多機関協働事業の実施状況に関する実態把握及び効果的な実施方法に関する調査研究事業報告書」（三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング） 14



３．市と事業者の協定による 見守りネットワーク事業
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見守りの必要性 （2014.4.1～）
• 高島市でも、少子高齢化や世帯の単身化などが進み、地域における
日常的な見守りや生活面での手助け（買物、ゴミ出し、移動支援など）
の必要な世帯が増加傾向にあります。これまで地域や家族の助け合
いでできていたことが困難になる問題が顕在化しています。

• 地域とのつながりがないために、SOSを発信できずに孤立し、問題が
深刻化する方もおられます。地域のすべての人がお互いを気にかけ、
さりげない見守りやちょっとした手助けをきっかけに、一人ひとりの課
題を早期に発見できるまちづくりをすすめる必要があります。

• 平成26年（2014）2月～ 見守りネットワーク事業 【協力事業者募集】

4月～ 見守りネットワーク事業開始！
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市と事業者の協定による 見守りネットワーク事業

平成26年3月26日協力事業者協定式の様子
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市と事業者の協定による 見守りネットワーク事業

見守り事業・見守り協定とは
・ 地域の安全や安心のための「さりげない見守り」にご協力いただける企業や事業者の皆様が、

地域での事業活動時に「何か異変を感じた」、「気になることを発見した」時に、必要な機関へ

連絡いただき、連携して速やかに対応できる仕組みが「見守りネットワーク事業」です。

・ 事業の趣旨に賛同いただいた事業者様と市が「高島市見守りネットワーク事業実施要綱」に

基づき、協定を締結します。

• 協定により、市と協力事業者は相互に連携し、高齢者、障がい者、子どもたち

等が住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、見守り活動を行います。

•現在、７６協力事業者（R6.1月現在）
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市と事業者の協定による 見守りネットワーク事業

ネットワーク事業の流れ



協力事業者向け説明会・通信
• 令和２年の冬。事業開始から数年経過する中で、ある事業所さん
から「うちが協定を結んでいることを、知らない従業員がいると思
う」との声をお聞きする。

• また、市と市社協による話し合いの中でも「この事業、きちんと機能
してないかも？」の声。しかし時はコロナ真っ只中。協力事業者さ
んが一堂に会する場も持ちにくい・・・。どうしよう・・・。

➡ 事業者さんの希望を聞き、個別に説明会をすることに！

令和３年（2021） 説明会実施 ５事業者

令和４年（2022） 説明会実施 １０事業者（新規４件含む）

令和５年（2023） 説明会実施 ８事業者（新規４件含む） ※1月31日現在

➡ 更に今年度からは、通信も発行。気にしてもらえる仕掛け！
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市と事業者の協定による 見守りネットワーク事業
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市と事業者の協定による 見守りネットワーク事業

2023.10.16 生活協同組合コープしが高島センター

最後に・・・ 説明会参加者さんの声
・さりげない見守り活動、組合員さんだけでなく、
市民のみなさんに目を向けていく。

・組合員さんもそうですが、地域の方にもし異変
（外で倒れていたり）があればすぐ対応する。

・市や社協さんと連絡を取り合い連携したいと
思います。

・自分だけではなくて、誰かに知っておいてもらう。

・リーダー等に情報を連絡し、共有することが大事
だなと思いました。自分一人で解決しようとしない。

・異変を感じたらすぐ連絡する。抱え込みすぎず。

・なげやりになりそうやけど、頑張る。

・私たちから「見守りネットワーク」があると組合員
さんに伝えて、困りごとを聞く。


